
静岡県高校入試　数学予想問題
１(1) ～ (3) の問いに答えましょう

2 (1) ～ (3) の問いに答えましょう 

・・・・・・

4ｃｍ 2ｃｍ

8

(1)P 点から直線ｌに引いた垂線上にあり

P点からもＥ点からも距離が等しい

点Ｑを作図しましょう。

・

・

(2) 袋の中に数字の書いた 6個の玉がはいっています。

袋の中から玉を 2個同時にとりだした時、とりだした

玉のうち少なくとも 1つは素数である確率を求めましょう。

ただし袋から玉をとりだす時どの玉がとりだされることも

同様に確からしいものとする。

P

E
l

(1) 次の計算をしましょう。 (2) a+b=12  ab=32 のとき a+b の式の値を求めましょう。

(3) 次の二次方程式を解きましょう。

(3) 図のように一辺の長さが 4cmの正三角形を底辺が 2cmずつ重なるように並べていくと

n番目の図形の周の長さはいくつになるでしょう？

ア　-7+8÷2 =-3

a+=

=-16 a b2
イ　4 a b÷ (-2a) ×8ab

ウ

3
3
1

2 -

(a+b)- (a-2b) 6
1

=

①Pからｌに垂線をかく

11 と 13 が素数なのでそれらが 1つでも含まれる組み合わせを考える

②PＥの垂直二等分線をかく

2
3

b3
2

6
1

エ 6
6

6
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2 2 2

2

(x+2)(x-5)=2(x-3)

a+b=(a+b)-2ab より 144-64=80

9 10

11 12 13

2 2

5
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答え

6n+6

12cm 18cm 24cm

2
x=

415 +ー √
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0  3  5  7  1  2  4  5  6  3  2  8  9  2

3　下の数字はある学校のクラス 14 人の小テストの結果です。

4　Ａ君とＢ君は栗ひろいで栗を合わせて 172 個ひろってきました。たくさんひろうことが

できたので友だちのＣ君にわけてあげることにしました。Ａ君はひろった栗の 5分の 1をＣ君にあげ

Ｂ君はひろった栗の 3分の 1をＣ君にあげました。するとＣ君のもらった栗の合計がＡ君の

もっている栗より 8個少なくなりました。このときＣ君にあげた栗はそれぞれ何個だったでしょう

(1) このデータの範囲をもとめましょう

(2) この結果からわかることをア～エの中から 1つ選びましょう

ア　点数の中央値は 4点である
イ　点数の最頻値は 3点である
ウ　中央値と平均値を比べると平均値のほうが大きい
エ　最頻値と平均値を比べると平均値のほうが小さい

範囲は最大値 -最小値より　9-0=9

中央値は 3.5
最頻値は 2

平均値は 4以上、最頻値は 2

Ａ君が拾った個数を x Ｂ君が拾った個数を yとする

これを解いて　x=70  y=102

ｘ＋ｙ＝172・・・①

ｘ＋　 ｙ＝      x-8・・・②5
1

5
4

3
1

よって C君にあげた栗はそれぞれ 14 個　34 個となる
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5　下の図は一辺が 6cmの立方体である。点 PはＡを出発してＡ→Ｂ→Ｃ→Ｄの

順で毎秒 1cmの速さで動き、点QはＡと同時にＥを出発してＡに向かって

毎秒 0.5cmの速さで動きＡに到着すると止まる。このとき (1) ～ (3) の問にこたえましょう。

A
Ｐ
・

・Ｑ ↑

↑

E F

GH

B

CD(1) 辺 AB とねじれの位置にある辺をこたえましょう

(2) 三角錐 APDQの体積が 16 ㎤になるのはＰがＡを出発してから何秒後になるでしょう

(3)6 秒後においてＡから△ＰＱＤに垂線をおろしたときその長さはいくつになるでしょう

辺ＣＤ　辺ＤＨ　辺ＥＨ　辺ＦＧ

x秒後　ＡＰ＝x  AQ=(6-0.5x) になるので　x(6-0.5x)×1/2×6×1/3=16

これをといて x=4,8  8 は問題に適さないので　答え　4秒後

6秒後の三角錐Ａ－ＱＢＤの体積は、△ＡＰＱを底面と考えると 18 ㎤となる

6秒後の△ＱＰＤの面積を求めると となる

Ａから△ＰＱＤにおろした垂線の長さを xとすると

9 6√

3 3√

6 2√

3 5√

3 5√9 6×x ×1/3=18 これを解いて x=√ √6 となる

三平方の定理を使って
Ｄ

Ｑ

Ｐ



６①のグラフは y=x  ②のグラフは y= -      x  である

Dは (-4,0) であり Aは①上の点でその x座標は 2である。

またＡから x軸に垂直な線をひきその線上に点Ｐをとり

その線と②のグラフとの交点をＢとする。
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A
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D
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①

②

2 2

・

・
・(1)①のグラフにおいて xの変域が -1≦x≦3のとき

の yの変域を表しましょう。

D(-4,0) と A,B の中点 (2,1) を通る直線の式を求めればよいので

△APDと△ＢＤＰは AP,BP を底辺と考えると高さが同じになるため、

PA:PB が 1:3 になるようなＰを考えればよい。

これより Pの y座標は７とわかる。

よってＰの座標は (2,7) となる。

y=      x+

(2)Ｄを通り△ＤＡＢを二等分する直線の式を求めましょう。

(3)△APDの面積と△BDP の面積が 1:3 になる時の Pの座標を求めましょう。

・
2
1

6
1

3
2

0≦y≦9
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7図のように ABは円Ｏの直径であり、Ｅは線分ＡＣ

の中点であるとき次の問いに答えましょう。

E

D

C

(1)△OAE≡△ODE を証明しましょう。

△OAE と△ODE において

EO=EO・・・①　共通　ＡＯ＝ＤＯ・・・②円Ｏの半径

ＯはＡＢの中点でＥはＡＣの中点なので中点連結定理より EO// CB となる。

∠AOE=∠ＤＢＯ・・・③平行線の同位角

∠DBO=∠BDO・・・④△OBDは二等辺三角形

∠ＢＤＯ＝∠ＤＯＥ・・・⑤平行線の錯角より

③④⑤より∠ＤＯＥ＝∠ＡＯＥ・・・⑥

①②⑥より 2つの辺とその間の角がそれぞれ等しいので△OAE≡△ODE となる

EOと ADとの交点を Pとする。△OAP は 30°60°90°の直角三角形で AOが 4cmなので

AP=2cm OP=2 3√

3√

(2) 円の直径が 8cm、∠ABC=30°,∠CAB=105°のとき EOの長さはいくつになるでしょう。

・A
O

B

△AEP は 45°45°90°の直角二等辺三角形で EP=2cmなので

2+2
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